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 常任司教委員会  

 

■9 月定例常任司教委員会 

日 時  2019 年 9 月 5日（木）10：00－12：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  委  員  7 人 

          事務局  6 人 
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報 告 

1. ローマでの「ラテン語テキスト翻訳集中講座」について 

2019 年 5 月 6 日から 7 月 26 日にローマの聖アンセルモ大学において開催された「ラテン語テキスト翻

訳集中講座」に日本カトリック司教協議会から派遣した宮内 毅横浜教区司祭から報告書が届き、その内

容が紹介された。 

2. 2020 年祈祷の使徒｢日本の教会の意向｣について 

7月の常任司教委員会の諸意見に基づき修正した2020年祈祷の使徒｢日本の教会の意向｣を祈祷の使徒担

当者へ送付した。 

3. JLMM(旧・日本カトリック信徒宣教者会)団体名変更について 

日本カトリック司教協議会の公認団体である JLMM（旧・日本カトリック信徒宣教者会）より、8月 1 日

付で「一般社団法人 JLMM」(通称 日本カトリックミッショナリームーブメント）と名称変更したこと

と、新代表理事として松村繁彦師が就任した通知が届いた。 

4. 2020 年司教のための社会問題研修会開催について 

7 月 10 日に開催された社会司教委員会定例会議において、2020 年 12 月の第 2 回臨時司教総会後の 12

月 11 日(金)に司教のための社会問題研修会を開催することが決定した。 

5. 『バチカンの至宝 100』企画に関する角川文化振興財団からの依頼について 

8 月 26 日に角川文化振興財団関係者が日本カトリック会館を訪れ、バチカン美術館が所有する 100 点の

作品をバチカン出版局の公式監修・執筆によってまとめたビジュアル本の翻訳版（『バチカンの至宝

100』）を本年 10 月下旬に発行することが伝えられた。各小教区にちらしが配布される予定。 

6. 「聖母の御国」という修道会を名乗る団体について 

修道服を着用して教会で献金を募る「聖母の御国」という修道会を名乗る団体は、宗教法人ではあるが、

カトリック教会とは全く関係のない団体であるので、各教区事務局に注意を促す。 

7. 学校法人カリタス学園からの礼状について 

5月28に起きたカリタス学園の児童への殺傷事件に対する日本カトリック司教協議会会長髙見大司教と

学校教育委員会委員長前田枢機卿からの見舞状に対し、学校法人カリタス学園の齋藤哲郎理事長と内藤

貞子校長から 7 月 12 日付で礼状が届いた。 

 

審 議 

1. 教皇訪日公式聖歌について 

典礼委員会典礼音楽担当部門から提出された教皇訪日のための公式聖歌を承認した。 

2. アジア司教協議会連盟（FABC）広報局セミナーへの提出書類について 

2019 年 12 月 10 日－14 日にフィリピンのマニラで開催される FABC 広報局主催のセミナーへの参考資料

として、シグニスジャパンの土屋 至さんから提出された資料に一部修正を加え、日本社会の一般的なコ

ミュニケーションデータの参考として FABC 広報局に送付する。 

3. 2020 年度日本カトリック司教協議会年間活動方針について 

日本カトリック司教協議会 2020 年度活動方針（案）を本常任司教委員会で出された意見に基づいて修正

し、10 月の常任司教委員会で確定する。 

4. 中央協議会著作権物使用許諾に関する規程の一部改定について 

「宗教法人カトリック中央協議会 著作権物使用許諾に関する規程」の第 8 条 3 項を修正、および同 4

項の追加を以下のとおり承認した。 

①収益を目的とした発行物が、その大半を中央協議会の著作物に依存している場合、その使用料を「原

則として、発行物の定価×発行部数×5％」とする。（3 項） 

②上記のうち、典礼等で司式者や参列者の便に供する、あるいは信心行為において具体的に利用され

ると本会が判断する発行物については、従来通り「1％」とする。（4 項） 
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 社会司教委員会  

 

■第 30 回社会司教委員会事務局会議 

日 時  2019 年 9 月 4日（水）16：00－18：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 5 

出席者  4 人 

 

報 告 

 1. 第 29 回社会司教委員会事務局会議議事録（案）を承認した。 

2. 第 99 回社会司教委員会議事録（案）を一部訂正のうえ承認した。 

3. 各委員会・デスクのレポート（日本語版・英語版）を教皇訪日準備委員会に提出した。 

4. 社会福音化推進部の部会 

中期総合計画の進捗状況、日本司教団の年間活動方針について報告した。 

5. 2019 年度「出前研修会」の実績 

実績を踏まえて、来年に向けて各教区長、事務局長あてに「出前研修」についてアンケートを実施する。 

 

審 議 

1. 2020 年社会司教委員会事務局会議の日程について 

1 月 8 日(水)、2月 5日(水)、3月 11 日(水)、4月 1日(水)、5月 13 日(水)、6月 3日(水)、 

7 月 1 日(水)、9月 2日(水)、9月 30 日(水)、11 月 4 日(水)、12 月 9 日(水) 

2. 2020 年社会司教委員会の事業計画について 

次回社会司教委員会（12 月 11 日）に、6 月 23 日（沖縄慰霊の日）に沖縄で平和旬間の会長談話を発表

することを提案する。また司教のための社会問題研修会に代わるものとするかを検討する。 

 

 

 典礼委員会  

 

■定例会議 

日 時  2019 年 9 月 2日（月）9:00－11:00 

場 所  御聖体の宣教クララ修道会 軽井沢修道院（長野・北佐久郡） 

出席者  9 人 

欠席者  3 人 

 

報 告 

1. 聖歌の認可に関する委員会内手続き（案）について 

前回の定例会議での合意事項に基づいて作成された委員会内手続き（フロー）の案について今会合での

意見をもとに修正し、10 月の司教総会に提出する準備を行う。 

2. 「葬儀ミサをおこなうことができない典礼日」について 

今年 2 月の司教総会において決議された『カトリック儀式書 葬儀』の緒言の改訂について周知徹底す

るために、カトリック中央協議会ウェブサイトに詳細を掲載する。 

 

審 議 

2019 年度全国典礼担当者会議について 

今会合後に「信徒による典礼奉仕の共通理解を求めて 2」をテーマとして開催する掲記会議について、
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内容、進め方、役割分担などの確認を行った。 

 

次回定例会議  2019 年 11 月 28 日（木）10：00－15：30  日本カトリック会館 

 

 

■2019 年度全国典礼担当者会議 

日 時  2019 年 9 月 2日（月）14:00－4 日（水）12:00 

場 所  御聖体の宣教クララ修道会 軽井沢修道院（長野・北佐久郡） 

出席者  37 人 

 

テーマ 「信徒による典礼奉仕の共通理解を求めて 2」 

 

内 容 

本年は、昨年に引き続き、信徒の典礼奉仕に関するハンドブック作成を視野に入れた解説と意見交換を中

心に開催された。適宜、各教区に対して事前に行ったアンケートの回答結果も参照した。 

9 月 2 日 

宮越委員が当委員会の活動報告を行った後、昨年のプレゼンテーションをもとに作成された典礼奉仕の

手引き案について、各担当者が説明を行った。 

9 月 3 日 

午前には、前日の説明をもとに参加者による質疑応答が行われ、各手引きの内容がより具体化された。

続いて、今年のテーマである「『通夜・葬儀における典礼奉仕』について」を嘉松秘書が、午後は「音楽

奉仕者について」を宮越委員が、それぞれ公文書の引用をもとに基本事項の説明を行った。いずれも参

加者から現場での課題などが提示され、有意義な意見交換によって手引き作成の方向性が明確となった。 

9 月 4 日 

石井委員がスライドを用いながら「解説者について」の説明を行った。この奉仕を「先唱者」と呼んで

いる小教区もあるが、前日の音楽奉仕者についての説明で触れられた「会衆の歌を指揮し、支える奉仕

者」と混同する恐れがあるため、避けたほうがよいとの確認がなされた。最後に、閉会のミサをささげ

て全日程を終了した。 

 

次回全国典礼担当者会議  2020 年 9 月 7 日（月）14：00－9 日（水）12：00 

                     御聖体の宣教クララ修道会 軽井沢修道院（長野・北佐久郡） 

 

 

 学校教育委員会  

 

■第 169 回学校教育委員会 

日 時  2019 年 9 月 4日（水）17：00－19：00 

場 所  幼きイエス会 ニコラ・バレ修道院 （東京・千代田区） 

出席者  10 人 

欠席者  2 人 

 

報 告 

1. カリタス学園からの書簡について 

5 月 28 日に起きたカリタス学園児童への殺傷事件に際して、日本カトリック司教協議会会長・髙見三明

大司教と学校教育委員会委員長・前田万葉枢機卿から送付した見舞状に対し、学校法人カリタス学園の
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齋藤哲郎理事長と内藤貞子校長から 7月 12 日付で礼状と追悼ミサで奉納されたカードが届いた。 

2. 教皇庁・教育省文書の翻訳版について 

前回会合で検討した、教皇庁・教育省発表文書“Male and Female He Created them: Towards a path of 

dialogue on the question of gender in education”の仮邦訳を確認した。周知方法については今後検

討する。 

3. 全国キリスト教学校人権教育協議会からの書簡について 

全国キリスト教学校人権教育協議会から「天皇即位に関する諸行事についての呼びかけ文」が届いた。 

4. 第 4 回カトリック学校教員研修長崎・五島巡礼について 

2019 年 8 月 6日－9日に、第 4回カトリック学校教員研修長崎・五島巡礼を実施した。参加者 21 人（旅

行会社添乗員、ガイド、事務局含む）。 

5. 学校連合会 

今後予定している研修会および講演会の日程、内容が報告された。 

 

審 議 

1. 第 33 回「校長・理事長・総長管区長の集い（集い）」に関する検討 

2020 年 4 月 28 日－29 日、都市センターホテル（東京・千代田区）で開催予定の第 33 回「集い」のテ

ーマおよび講師について検討した。 

2. 宗教教育サポートプロジェクトについて 

学校連合会内の小中高連盟が行っているサポート状況に関する調査結果を共有し、意見交換を行った。 

 

次回日程  2019 年 10 月 2 日（水）18：00－20：00  幼きイエス会 ニコラ・バレ修道院 

 

 

 難民移住移動者委員会  

 

■第 11 回人身取引問題に取り組む部会（タリタクム日本）運営委員会 

日 時  2019 年 9 月 3日（火）14：30－17：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  14 人 

 

報 告 

1. 前回議事録を確認した。 

2. 7 月に台湾で開催された、人身取引に対する国際ワークショップに参加したアビー・アベリノ修道女

より報告があった。全体で約 300 人の参加者のうちの約 50 人がカリタス、タリタクムなどカトリック団

体からの参加者で、人身取引をなくすための取り組みや国際連携について話し合った。 

3. ベトナム語相談窓口となる Facebook グループの開設と状況について共有があった。 

 

審 議 

1. 教皇庁人間開発のための部署移住者・難民部門が発行した「人身取引に関する司牧指針」をもとに、

啓発のためのブックレット作成について協議した。企画をまとめ、18 日の事務局会議と定例委員会でも

提案し、意見交換を行うことになった。司牧指針の日本語訳は翻訳チェックを入れて、委員会訳とする。 

2. 2 月 8 日の聖バキータの記念日の日本語訳について提案内容を確認した。 

3. 11 月発行のニュースレター次号の内容と執筆担当者を決定した。 

4. 難民移住移動者委員会のアドボカシー・啓発プロジェクトとも関連して、人身売買禁止ネットワーク

（JNATIP）に加盟する。窓口は、タリタクム日本とすることを確認した。  
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■第 8 回事務局会議 

日 時  2019 年 9 月 18 日（水）10：00－13：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 4 

出席者  8 人 

 

報 告 

1. 前回議事録を確認した。 

2. 9 月 29 日スペイン語圏ラテンアメリカ人司牧者の集い（APALA）の進捗、今後に向けての意見交換を

行った。 

 

審 議 

1. 定例委員会の議題を確認した。 

2. 10 月 8 日－9日全国教区担当者・ネットワーク合同会議の準備状況、午後の定例委員会での提案事項

を確認した。一日目の分科会の時間をより長くし、情報共有とネットワーキングを促進できるよう調節

する。 

3. タリタクム日本より、2 月 8 日聖バキータの記念日の日本語訳変更提案があった。次回事務局会議で

決定する。その他、人身取引に関する啓発パンフレット企画、カトリック雑誌特集企画準備について報

告があった。 

4. 船員司牧（AOS）について、前回コア会議報告と合わせ、海の星聖マリアの式文について進め方を確認

した。 

5. 9 月 26 日ベトナム対応チーム会議にて協議予定の内容を確認した。 

6. 2020 年度事業計画案、予算案について、方向性とスケジュールについて確認した。 

 

 

■第 3 回定例委員会 

日 時  2019 年 9 月 18 日（水）13：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  16 人 

 

報 告 

1. 前回議事録を確認した。 

2. アドボカシー・啓発プロジェクト報告 

4 月の出入国管理法改正以降、外国人の在留者管理、非正規滞在者の取り締まりが強化されている。34

万人と想定されている外国人の受け入れ状況は数的には進んでいない。外国人の雇用などの総合的支援

のため、出入国管理庁と関係部署を集約させた外国人共生センターが設立される予定。深刻な入管収容

問題に対しては、処遇改善、仮放免の人の受け入れ先確保、在留特別許可がそろわなければ解決しない。

教会として横断的な取り組みが求められている。 

3. 東京管区セミナー、大阪管区セミナー報告（会報 9・10 月号参照） 

4. 船員司牧（AOS）コア会議報告（会報 9・10 月号参照） 

5. スペイン語圏ラテンアメリカ人司牧者の集い進捗 

6. ベトナム対応チーム関連報告、特に妊娠している技能実習生や留学生からの相談対応について 

7. 長崎教区および長崎管区より、大村入管収容センターでの死亡事件、強制送還ケースについての報告、

2020 年 5 月福岡開催予定の全国ベトナム人青年大会について 

8. 排除 ZERO キャンペーン関連の取り組みに関連して、小教区アンケートおよび、11 月 17 日(日)に東京

大司教区関口会館ケルンホール(東京・文京区)で開催する「National Youth Gathering（青年のつどい）」

の進捗 



- 7 - 

審 議 

1. 2019 年度全国教区担当者・ネットワーク合同会議プログラムについて 

2. 9 月 3 日タリタクム日本運営委員会報告があり、今後の予定や企画を確認した。また、タリタクム日

本および難民移住移動者委員会援助金規定について確認した。 

3. 2020 年度事業計画案、予算案について方向性とスケジュールを確認した。 

4. 定例委員会のあり方について協議した。難民移住移動者にかかわる日本の制度、その改善を求める動

き、各地の司牧的課題や人権問題の状況を共有し、日本の教会全体で取り組む課題を話し合う場として

いくことが確認された。 

 

 

 カリタスジャパン  

 

■第 3 回カリタスジャパン委員会・部会合同会議 

日 時  2019年 8月 27日 （火）10:00－ 14:00 

場 所  日本カトリック会館  マレラホール 

出席者  20人 

 

報 告 

1. 事務局報告 

(1)カリタスジャパンの活動と今後の予定 

(2)排除ZERO キャンペーン関連進捗（アンケート、写真展） 

(3)10月の教区担当者会議準備状況 

2. 援助部会報告 

(1)海外視察報告 

8月14日－16日第3回カリタスアジア人身取引に関するフォーラムと視察参加報告 

(2)援助実績 

(3)災害関連  

①東日本大震 8 月 22 日－23 日仙台教区サポート会議出席報告  

②災害対応  災害対応マニュアル 

3. 啓発部会報告 

 

審 議 

1. 事務局関連 

(1)カリタスジャパンの戦略計画（2020年－2023年）が修正点を含め、承認された。 

(2)カリタスジャパン 50 周年に関しては、啓発部会で特別委員会を立ち上げ、適宜他の 

委員も加わって計画、準備を進める。  

(3)教皇訪日準備に関しては、公式発表を引き続き待つ。 

  啓発部会、援助部会それぞれでレポートを準備する。 

(4)募金活動（遺贈、クレジットカード募金、新募金箱）に関する計画が承認された。 

(5)広報活動 

①広報ツールとして、Google バナー広告利用案が承認された。 

②ニュースレターWe Are Caritas 17 号制作の進め方が提案通り承認された。 

③ニュースレターWe Are Caritas 編集の見直しは引き続き各部会で検討し、次回会議で継続審議する。 

④SNS 発信も引き続き検討する。 

2. 援助活動、募金活動 
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海外視察年間計画が承認された。 

3. 連絡 

荘保委員より、「ステップハウスとも」の寄付型クラウドファンディング開始と、『子ども白書 2019』（か

もがわ出版）発刊について 

 

次回日程  2019 年 10 月 1 日（火）10：00－ 14：00  日本カトリック会館 

 

 

■第 4 回啓発部会会議 

日 時  2019年 8月 27日（火）14：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館  マレラホール 

出席者  10 人 

 

報 告 

1. 21世紀キリスト教社会福祉実践会議 

7月8日に開催された上記会議の出席報告を行った。 

2. 排除ZEROキャンペーン終了企画について 

11月17日に東京教区インタナショナルユースグループおよびカトリック東京国際センターCTICと共催す

るイベントの準備状況について報告を行った。 

 

審 議 

1. 啓発部会中期計画案の策定 

啓発部会の今後 3年間（2020 年－2022 年）の活動計画について検討した。 

2. 2020年度予算案策定 

  審議1で決定した活動計画や委員の意見に基づき、事務局で予算案を策定し、次回会議で審議する。 

3. 2020年にカリタスジャパンが50周年を迎えるにあたり、啓発部会の50年の歩みを作成中。  

 

次回日程  2019 年 10 月 1 日（火）14：00－ 16：00  日本カトリック会館 

 

 

■第 4 回援助部会会議 

日 時  2019 年 8 月 27 日（火）14：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館  マレラホール 

出席者  9 人 

 

審 議 

1. 海外会議、視察 

(1)カリタスエチオピアパートナー会議（9 月22日－25日、アディスアベバ）に参加する。 

(2)カリタスネパール30周年および地震復興支援終了式（9月28日－ 29日、カトマンズ）は参加しない。 

(3)キルギス視察（10月18日－24日）は実施する。瀬戸師と同行の1人は事務局で検討。 

(4)カリタスアジア黙想会（10月7日－9日、タイ・バンコク）は参加しない。 

2. 教皇訪日に向けての援助部会のレポート 

内容を全員で確認し、レポートの中にある数字を再確認した後、最終版を提出する。 

3. 援助部会活動計画 

2020年－2023年の活動計画の具体的内容を確認した。 

4. 2020年－2022年度予算検討 
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2020年は現行レベルで策定し、2021年以降は活動計画を反映したものとする。 

5. カリタスインド年間一括援助契約更新 

未使用残高と支援対象地域について確認する。年明けごろに現地視察する。 

6. メキシコ地震（発生2017年9月）募金受付終了について 

本年9月末日をもって、募金受付終了で決定。ホームページで告知する。 

7. 援助審査 国内災害1件、海外2件を審査、以下3件を承認した。 

(1)全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）「北海道胆振東部地震 北海道への物資支援事

業」2,898,763円 

(2)スリランカ「爆発テロの被害者復興支援」最大で20,000 USドル 

(3)ミャンマー「移住労働者支援（ペコン教区）」15,006 USドル 

 

次回日程  2019 年 10 月 1 日（火）14：00－ 16：00  日本カトリック会館 

 

 

■第 5 回援助審査会会議 

日 時  2019年 9月 10日 （火）13:00－ 16:00 

場 所  日本カトリック会館  会議室4 

出席者  6人 

 

審 議 

援助審査 計 12 件（国内 4、海外 8）を審査し、以下 1 件を承認、8件を次回援助部会へ付託、3件（国内

2、海外 1）を却下とした。 

  インド 「カリタスインド年間一括援助」50,000 USドル 

 

次回日程  2019 年 11 月 7 日（木）13：00－16：00   日本カトリック会館 

 

 

■第 14 回排除 ZERO キャンペーンワーキンググループ会合 

日 時  2019年 9月 19日 （木）13:00－ 16:00 

場 所  日本カトリック会館 会議室3 

出席者  11人 

 

報 告 

キャンペーン進捗報告 

排除ZEROキャンペーン写真展は2019年9月20日(金)時点で、全16教区実施終了となる。 

 

審 議 

1. アンケート集計と分析について 

アンケート回収状況は約60％（469通）、集計（データ化）は70％ほど終了した。データの分析では、教

区間比較、教会全体の取り組みを考えられるような形で進める。また、キャンペーンの報告書について

は、その後の啓発活動につなげられるような小冊子とする。キャンペーンワーキンググループは小冊子

の作成をもって解散とする。 

2. キャンペーン終了企画について 

11月17日(日)に東京大司教区関口会館ケルンホールで実施予定のキャンペーン終了企画の行事名を

「National Youth Gathering－排除ZEROキャンペーン」とする。原則的には昼食持参とするが、並行し

て、フィリピン、ベトナム、日本のコミュニティグループに昼食を作り持ち寄ってもらえるかを打診す
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る。会場前に若者のグループがそれぞれの活動を広報宣伝（物販を含む）できる場所を設ける。 

3. 啓発プログラム 

カトリック青年連絡協議会が2020年5月に開催予定のJapan Youth Dayに啓発プログラムで協働する。 

難民移住移動者委員会とカリタスジャパンで、若者との連携についての予算を計上する。 

4. 難民移住移動者委員会とカリタスジャパンの連携について 

継続審議となった。 

5. 国際カリタス「キャンペーンアクションウィーク」への対応について 

2018年のアクションデーで作成したパッチワーク、We are Caritasで募集した祈りのリースの写真を国

際カリタスに送付する。 

6. 教皇訪日ミサの参加者について 

カトリック信徒であっても一般申し込みができない人などを中心に声をかける。 

 

 

■第 5 回事務局会議 

日 時  2019年 9月 19日（木）13：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館  会議室3 

出席者  8人 

 

報 告 

援助部会、啓発部会、事務局の活動状況が報告された。 

 

審 議 

1. ニュースレターWe are Caritas 17号の制作スケジュールと原稿依頼について承認された。 

2. カリタスジャパン戦略計画の活動計画について検討した。 

3. カリタスジャパン2020年－2022年予算について検討した。 

4. 10月1日のカリタスジャパン委員会・部会合同会議案を検討した。 

5. 募金活動の方法に関する進捗状況が報告され承認された。 

6. カリタスジャパン事務負担金について検討した。  

7. 教皇ミサへの招待者人選について意見交換を行った。 

 

次回日程  2019 年 11 月 27 日（水）13：00－16：00  日本カトリック会館 

 

 

 正義と平和協議会  

 

■事務局会議 

日 時  2019 年 9 月 6日（金）10：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館  会議室 5 

出席者  5 人 

 

報 告  

1. 日韓脱核巡礼 

2. 正義と平和協議会 50 周年記念誌作業状況。8月 16 日に第一回編集委員会を行った。 

3. 部会報告 

4. 社会司教委員会関係の報告 
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5. 会計報告 

6. 声明文「日韓政府関係の和解に向けての会長談話」を 8月 15 日に発表、韓国司教協議会正義と平和委

員会は応答のメッセージを発表した。 

 

審 議 

1. 中期計画のためのワークショップ実施に向けて、委員、関係者など参加者の検討と今後の準備につい

て討議した。 

日時 2020 年 1 月 24 日(金)夜－26 日(日)午後 

2. 2020年全国会議について 

日時 2020年 3月 5日(木)－7日(土) 

  場所 YMCAアジア青少年センター（東京・千代田区） 

正義と平和協議会50周年に関係するプログラムを考えたい。またワークショップ後であり、その取り組

みを考慮する。会議では50年を総括するとともに、今後の課題を考える内容にしたい。 

3. 2020年の活動計画について 

主要課題（憲法、沖縄、核・原発問題、死刑廃止）については継続して取り組む。また昨今の日韓の関

係、政治状況の変化など時宜に応じた対応も必要である。東アジアの平和についても重点的に取り組み

たい。 

4. 次回定例委員会（10月1日）の議案について 

 

 

■第 5 回韓日脱核巡礼 

日 時  2019 年 8 月 26 日（月）－31 日（土） 

場 所  福島県三春町、宮城県仙台市、青森県六ケ所村、東通村、大間町ほか 

参加者  日本より 10 人、韓国より 11 人 

 

主 催  日本カトリック正義と平和協議会 

企 画  日本カトリック正義と平和協議会平和のための脱核部会 

 

概 要   

日本カトリック正義と平和協議会は、脱原発実現のために韓国カトリック教会と連帯して、毎年、原子力

発電による問題を抱える韓国、日本の地域を交互に訪問する「日韓脱核巡礼」を行っている。今年はその第

5 回目にあたり、韓国から 11 人を迎え、8月 26 日(月)－31 日(土)、福島県三春町、仙台、青森県下北半島

を訪問した。 

福島県三春町には福島県が県民の放射線被曝への不安に応えるために開設した展示施設、コミュタン福島

（福島県環境創造センター）がある。巡礼団はコミュタン福島を見学したのち、三春町在住の脱原発活動家

武藤類子さんと面会し、コミュタン福島では決して触れられることのなかった放射能被曝被害の現状、福島

原発事故の処理状況、原発自己責任の追求の話を聞いた。 

仙台では、元寺小路教会大聖堂（仙台教区）にて、下北半島の原子力開発について計画の当初から長年取

材を続けてきたルポライターの鎌田 慧さんを講師に迎え、公開講演会を開催。約 80 人の参加があった。 

その後、鎌田さんのガイドで下北半島を訪問し、六ヶ所核燃料再処理工場（建設中）の反対運動を長年続

ける地元住民に話を聞き、六ヶ所村でエコロジカルな生活を模索する菊川慶子さん、大間原発（建設中）に

隣接する土地にログハウス「あさこはうす」を建て、親子二代で大間原発反対を続ける小笠原厚子さんを訪

問した。また、むつ市の大湊教会（仙台教区）で地元の信徒と共にミサをささげた。 

下北半島から仙台に戻った 30 日金曜日の夜は、仙台市民が福島原発事故後毎週行っている「脱原発金曜デ

モ」に参加し、最終日 31 日には、みやぎ脱原発・風の会の篠原弘典さんから、女川原発建設反対運動の歴史

と東日本震災によって女川原発が被った被害の実態について話を聞いた。 
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 子どもと女性の権利擁護のためのデスク  

 

■事務局会議 

日 時  2019 年 9 月 5日（木）15：00－18：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 4 

出席者  4 人 

 

報 告 

1. 外部研修について 

「性犯罪をなくすための対話」「子どもの虐待防止のためのワンストップセンター勉強会」に事務局から 

2 人参加した。 

2. 常任司教委員会について 

デスクからの提案事項に対する常任司教委員会の方向性について報告があった。 

 

審 議 

1. 9 月 20 日司教総会に向けた準備作業の検討 

2. 2020 年度予算案について 

3. 今後の予定 

9 月 17 日－29 日 大分教区への出前研修（竹之下委員） 

9 月 17 日－29 日 大分教区相談窓口設置・担当者研修（竹之下委員、喜代永） 

9 月 28 日－29 日 フェミニストカウンセリング学会臨床研修（喜代永） 

 

 

 HIV/AIDS デスク   

 

■事務局会議 

日 時  2019年 9月 5日（木）15：15－16：30 

場 所  日本カトリック会館 会議室5 

出席者  4人 

 

審 議 

次回の定例会議の審議、報告内容、資料などを確認した。 

 

 

■定例会議 

日 時  2019年 9月 9日（月）15：00－17：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室4 

出席者  6人 

 

＊台風 15 号の影響で大規模な交通機関運休となり、欠席者多数。参加可能な委員で会議を行った。 

 

報 告  

1. 第 4 回（通算第 96 回）定例会議（7月 1 日） 

2. 第 4 回事務局会議 
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3. ミニカード（第 5 版）の配布状況と今後の配布予定について 

4. AIDS 文化フォーラム in 横浜（8月 2日－4日、かながわ県民センター）の報告 

5. 教皇フランシスコへの「日本の現状」報告 

6. 桜美林大学での特別講義について（7月 17 日） 

 

審 議 

1. 「教皇フランシスコへの『日本の現状』報告」の参考資料活用について 

2. AIDS 文化フォーラム in 京都（10 月 5 日－6日） 

  対談「宗教とエイズ」にカトリック教会から伊東秘書が登壇する。 

3. HIV/AIDS デスク 内規（案）について 

4. 2020 年度事業計画及び予算（案）について 

今年の実績を元に案を作成、提出する。 

 

次回日程  2019 年 12 月 11 日（水）10：00－12：00  日本カトリック会館 

 

 

 中央協議会事務局  

 

■総務 

11 月会議予定 

6 日(水)    難民移住移動者委員会事務局会議                  日本カトリック会館 

6 日(水)    難民移住移動者委員会定例委員会                    〃 

6 日(水)    社会司教委員会事務局会議                       〃 

7 日(木)    タリタクム日本運営委員会                       〃 

7 日(木)    常任司教委員会                                〃 

18 日(月)    部落差別人権委員会定例委員会                     〃 

24 日(日)        教皇ミサ in 長崎                       県営野球場(長崎市) 

25 日(月)    教皇ミサ in 東京                        東京ドーム(文京区) 

27 日(水)    カリタスジャパン事務局会議                              日本カトリック会館 

 

 

 

 

<会報 2019 年 11 月号 公文書> 

 

 2019 年世界宣教の日 教皇メッセージ  

 

2019 年「世界宣教の日」教皇メッセージ 

「洗礼を受け、派遣される――世界で宣教するキリストの教会」 

 

親愛なる兄弟姉妹の皆さん 

 

 教皇ベネディクト十五世の使徒的書簡『マキシムム・イルド』（1919 年 11 月 30 日）公布 100 周年を記念
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して、わたしは 2019 年 10 月を、宣教活動のための特別な期間とするよう全教会に呼びかけました。ベネデ

ィクト十五世の預言者的で先見の明のあるこの書簡は、教会の宣教活動を刷新することと、死んで復活した

イエス・キリストの救いを全世界に知らせ、伝えるという使命を福音宣教の視点から見直すことが、今日に

あってもいかに重要であるかを認識させてくれます。 

 

 このメッセージのタイトル、「洗礼を受け、派遣される――世界で宣教するキリストの教会」は、10 月に

行われる福音宣教のための特別月間のテーマと同じです。この特別月間を記念することは、第一に、イエス・

キリストへの信仰という、洗礼のたまものとして無償で受けた信仰を貫くことの宣教的な意味をあらためて

見いだす助けとなります。わたしたちが神の子となるということは、個人としてではなく、つねに教会とし

ての行いです。父と子と聖霊の三位一体の神との交わりから、他の多くの兄弟姉妹とともに新しいいのちが

生まれるのです。この聖なるいのちは売り物ではなく――わたしたちは信仰を強制しません――、与え、伝

え、知らせるべき宝です。それこそが宣教の意味するところです。わたしたちは無償でこのたまものを受け、

だれ一人のけ者にせずに、無償で分かち合います（マタイ 10・8 参照）。神は、救いの普遍的秘跡である教会

を通して、すべての人が真理を知り、ご自身のいつくしみを受けることによって救われるよう望んでおられ

ます（一テモテ 2・4、3・15、第二バチカン公会議公文書『教会憲章』48 参照）。 

 

 教会は世界中で宣教します。イエス・キリストへの信仰は、すべてのことがらに対する正しい視点を与え、

神の目と心で世界を見られるようにします。希望は、わたしたちが真にあずかっている神のいのちの永遠の

地平に向けてわたしたちを開きます。秘跡と兄弟愛において前もって味わっている愛は、地の果てまで出向

いて行くようわたしたちを駆り立てます（ミカ 5・3、マタイ 28・19、使徒言行録 1・8、ローマ 10・18 参照）。

地の果てまで出向いて行く教会は、宣教における回心を永続的に行わなければなりません。どれほど多くの

聖人と信者が、このように無限に開かれることと、このようにいつくしみをもって出向いて行くことは、愛

によって、さらにはたまものといけにえと無償性という愛の本質的な論理によって駆り立てられることを通

して実現可能となることをあかしし、示してきたことでしょう（二コリント 5・14－21 参照）。神のことを説

く、神の人になってください（使徒的書簡『マキシムム・イルド』参照）。 

 

 これは、わたしたちに密接にかかわる命令です。わたしはつねに宣教者です。あなたはつねに宣教者です。

洗礼を受けた人はだれもが宣教者です。愛し合う人はじっとしていません。自分の殻から出て、魅了された

り魅了したりし、相手に自分自身をささげ、いのちを生み出す結びつきを織り上げます。神の愛にとって、

無用な人、取るに足らない人などいません。わたしたちは神の愛の実りなのですから、一人ひとりがこの世

における宣教者です。たとえ自分の父親や母親が嘘や憎しみや不誠実な行いによって愛を裏切ったとしても、

神がいのちのたまものを与えることをおやめになることは決してありません。いかなるときも、ご自分の子

ども一人ひとりを、ご自身の聖なる永遠のいのちへと向かう者にしてくださいます（エフェソ 1・3－6 参照）。 

 

 そのいのちは、洗礼によって与えられます。洗礼は、罪と死に打ち勝ったイエス・キリストへの信仰とい

うたまものを与え、神の像と似姿にわたしたちを新たに生まれさせ、わたしたちを教会というキリストのか

らだの一部にします。ですから洗礼は、救いのために真に欠かせないものです。わたしたちはいつどこにい

ても、御父の家では、孤児でもよそ者でも奴隷でもなく息子や娘であることを、洗礼は保証するからです。

キリスト者における秘跡的な現実――それは聖体のうちに成就します――とは、回心と救いを待ち望んでい

るあらゆる人にとっての召命であり目的地です。洗礼とは、御子のうちに人間をご自分の子どもにするとい

う、神がたまものとして与えてくださる約束の実現にほかなりません。わたしたちは自分の肉親の子どもで

すが、本来の父と真の母は洗礼において与えられます。教会を母としてもたない者は、神を父としてもつこ

とができません（聖チプリアノ『カトリック教会の一致について』6参照）。 

 

 このように、わたしたちの宣教は神の父性と教会の母性に根ざしています。なぜなら洗礼には、イエスが

過越にあたって示した派遣の命令が本質的に備わっているからです。父がわたしをお遣わしになったように、
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わたしもこの世の和解のためにあなたがたを聖霊で満たし遣わすと、イエスは言われました（ヨハネ 20・19

－23、マタイ 28・16－20 参照）。キリスト者とは、このように派遣される人です。それは、受胎から自然死

に至るまで、あらゆる人のいのちに本質的に備わる価値と人間の尊厳を確信できるよう、すべての人に神の

養子としての召命を伝えるということです。わたしたちの歴史における、父としての神の働きかけが文化と

してあからさまに拒否され、世俗主義がはびこることは、一人ひとりのいのちを互いに尊重し合うこととし

て表れる、あらゆる普遍的な真の兄弟愛に対する妨げです。イエス・キリストという神がおられなければ、

あらゆる相違は恐ろしい脅威となり、兄弟愛に基づく歓待も、人類の実り豊かな一致も実現できなくなりま

す。 

 

 イエス・キリストのうちに神から与えられる救いの目的の普遍性に基づいて、ベネディクト十五世は、国

家主義や自民族中心主義から生じるあらゆる閉鎖性を乗り越え、植民地支配、また経済や軍事における利益

と、福音の告知とのあらゆる混同を克服するよう呼びかけました。そして、その使徒的書簡『マキシムム・

イルド』において、教会の宣教の神聖な普遍性は、自国や自民族の中だけのものだという考えを捨てるよう

求めていると記しました。イエス・キリストによる新たな救いへと文化と共同体を開け放つには、民族や教

会が陥っている内向性をすべて克服する必要があります。今日でも教会は、家、家族、故郷、母国語圏、地

方教会から出るようにとの呼びかけに、洗礼の恵みによって、進んでこたえる人を求め続けています。そう

した人々は、まだイエス・キリストの秘跡とキリストの聖なる教会によって変えられていない世界の人々の

もとに派遣されます。神のことばを告げ、福音をあかしし、聖霊のいのちをたたえながら、彼らは回心を呼

びかけ、洗礼を授けます。そして一人ひとりの自由を尊重し、派遣された先の人々の文化と宗教と対話しな

がら、キリスト者の救いを伝えます。つねに教会が必要としている「諸国民への宣教（missio ad gentes）」

は、すべてのキリスト者の回心という永続的なプロセスに根底から寄与しています。イエスの過越を信じる

こと、洗礼を授ける教会として派遣されること、地理的、文化的に自我や家族から離れること、罪のゆるし

と、個人的、社会的な悪からの解放を求めること。これらすべては、地の果てまで出向く宣教を要求します。 

 

 アマゾン特別世界代表司教会議（シノドス）が摂理のもとに同じ時期に行われることを考えると、わたし

は、イエスから聖霊のたまもののうちに託された宣教が、いかにこの地域と現地の人々に今も必要とされて

いるかを強調せずにはいられません。新たな聖霊降臨が教会の扉を開きます。どの文化も自らの中に閉じこ

もらず、どの民族も孤立せずに、信仰の普遍的な交わりに開かれるためにです。自分の民族的、宗教的帰属

について自ら明らかにする際には、自分の殻に閉じこもったままでいてはなりません。イエスの過越は、社

会、宗教、文化の狭い境界線を打ち破り、すべての人に真のいのちを与えてくださる復活した主の真理への

心からの回心に向けて、人間の尊厳への敬意のうちに成長するよう招いています。 

 

 この点についてわたしは、2007 年にブラジルのアパレシーダで行われたラテンアメリカ・カリブ司教協議

会総会の開会に際して教皇ベネディクト十六世が述べたことばを思い起こし引用することにより、わたし自

身のことばにもしたいと思います。「ラテンアメリカとカリブ諸国にとって、キリスト教信仰を受け入れると

は何を意味するのでしょう。それは、先祖が知らず知らずのうちに、その豊かな伝統の中で探し求めてきた

未知の神、キリストを知って受け入れることを意味します。キリストは、彼らが静かに切望してきた救い主

です。それはまた、洗礼の水を通して、神の養子とする神聖ないのちを受けることも意味します。さらには、

彼らの文化を豊かにし、受肉したみことばによって植えつけられた多くの種とその芽を清め、はぐくむこと

により、彼らを福音の道へと導く聖霊を受けることでもあります。……イエス・キリストのうちに人となら

れたみことばは、歴史となり、文化ともなりました。キリストと普遍教会から離れ、コロンブス以前の時代

の宗教をよみがえらせることを理想とすることは、前進ではなく後退です。それは、歴史上の過去のある時

点への退化にほかなりません」（「開会のあいさつ（2007年 5月 13日）」、Insegnamenti Ⅲ,1[2007]855－856）。 

 

 わたしたちの母であるマリアに教会の宣教をゆだねます。おとめマリアは、受肉のときから御子と結ばれ、

イエスの宣教に全面的に参加し、活動しました。宣教は、十字架のもとで、マリア自身の使命となりました。
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教会の母として、聖霊と信仰のうちに新しい神の子らが生まれるのを助けておられるのです。 

 

 最後に、『マキシムム・イルド』の中ですでに宣教機関として提案されている、教皇庁宣教事業について少

し述べたいと思います。教皇庁宣教事業は、宣教の魂である祈りと、全世界に散在するキリスト者の愛のわ

ざをもって、教皇の宣教活動を助ける世界的なネットワークという形で、教会の普遍性のために尽くしてい

ます。その献金は、部分教会の福音宣教活動（信仰弘布会）、地方教会の聖職者の養成（使徒聖ペトロ会）、

世界中の子どもたちの間での宣教意識の向上（児童福祉会）、キリスト者の信仰の宣教的側面の促進（宣教師

連合）において教皇を支えています。わたしは、これらの会をあらためて後押しするにあたって、2019 年 10

月の「福音宣教のための特別月間」が、教皇職のために尽くす彼らの宣教活動の刷新に役立つよう望みます。 

 

 男女宣教者と、洗礼を通して教会の宣教になんらかの形でかかわっているすべての人に、心から祝福を送

ります。 

 

バチカンより 

2019 年 6 月 9日 

聖霊降臨の主日 
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※ 「使徒的勧告 キリストは生きている」          教皇フランシスコ 
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